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３．事業の実施状況 

 
令和元年度福井県計画に規定した事業について、令和5年度計画終了時における事業の実

施状況を記載。 

 

事業の区分 １．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関す

る事業 

事業名 【事業 No.2（医療分）】 

病床の機能分化・連携を推進するための支援 

【総事業費】 

143,238 千円 

事業の対象となる区域 福井・坂井、奥越、丹南、嶺南 

事業の実施主体 福井県、福井大学医学部附属病院 

事業の期間 平成３１年４月１日～令和 7 年３月３１日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニーズ 
 

本県においては、地域に急性期を脱した患者や中・軽症患者を受け入れる

病床や人材が少なく、病床の機能分化・連携が進んでいない。そのため、回

復期の整備や外来機能の強化とそれらを担う人材を一体的に整備・確保す

ることが機能分化、回復期等の充実には必要不可欠である。 

【２９年度病床機能報告による回復期病床】 

  福井・坂井 748 床  奥越 90 床 丹南 280 床 嶺南 217 床 

アウトカム指標：回復期病床 2015 年:1,032 床 →2025 年:2,646 床 

事業の内容（当初計画） 回復期に転換する医療機関や転換予定の医療機関で必要となる総合診療

医や救急医、内科医等の派遣・育成に伴う医療体制整備 

アウトプット指標（当初の目標

値） 
急性期から回復期への転換の対象となる医療機関数 10 施設 

医療機関への医師派遣数： 17 人 

アウトプット指標（達成値） 医療機関への医師派遣数：２６人（R5） 

事業の有効性・効率性 観察できた 

回復期病床が前年度に比べ 43 床（1,847→1,890）増加した。 

 （１）事業の有効性 
 中核的な病院等から回復期の患者を受け入れるための病棟整備や在

宅療養患者の急変時の受入れ体制の整備が一定程度進んだ。 
（２）事業の効率性 
 病院・診療所の再編等に併せ、効率よく回復期病棟等の整備を進める

ことができた。 
その他 （年度別基金活用実績） 

R 元:111,575 千円 R5：31,663 千円 

 


